



































り)0 1 929年のことであるが、 レオ・シラードは、マックスウエノレのモデノレを単純
化して 1分子のみを関じ込めたしラードのエンジンと呼ばれるモデ、ノレを用い、デーモン
が間じ大きさの 2つの部屋のどちらに分子があるかを観践するということにより，








d2 kηi d ~X j =石 (Xj-1-2Xj+玄 j+ 1) ーす訂 X j 十五 F j (t) 
ただし、荷揚固定の場合には、 XO(t)=Xn汁 (t)=0であり、ヲング状の場合は、 Xo(t)=
Xn(t)である。第 1の援動子のみが熟語りに浸っているとき、 η1は摩擦定数でありゼロ
ではない。また、 F1 (けは溶媒分子との欝突力である。本論文では、両端固定で、 n=
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2と3と4のみを取り扱うことにするが、本質的に江叡た結果を得ることが期待される。
Gj (S) =50∞ exp争st) Xj (t) d tとLaplace変換すると、多少は便利である。以下で





微分演算子にあたる。 X j (けから速夏dx Jd tへの変換は、 Fから Fの微分となる。
Fのラプラス変換を f(計とすると、 Sf (8) に相当する。全ての関数の初霜条件は、ゼ
ロと仮定してある。
2.計算の結果{両端医定)
I ¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/ I 
k BT/2 (=100覧〉よ 100覧
heatるath
I ¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/ I 
k BT/2 (=100覧)↓ 100翼 100覧
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50話よ 50覧
heat bath k B T/2 (=100'拡〉
このように、熱溜りに浸った振動子の位置の違いによって、振動子系の全エネノレギー
の大きさが異なってくることがわかった。熱海りに浸った振動子の平均運動エネノレギ一、
くm (d x/d t) 2>/2 t士、く F'F>ニ 2ηkBT となっている。
4振動子系の場合はどうであろうか。結果は次の様である。
I ¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/ I I ¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/0¥/¥/ I 
↓ 100覧100覧 50覧 100翼よ 150覧 100話
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